




研究目的 

新生児の呼吸循環適応障害は児の生命のみならず,長期予後にも重大な影響を与えるゆえ,

その病態の解明，治療ならびに予防は重要な課題である。新生児呼吸障害のスペクトルム

を構成する因子は多岐にわたる。出生時の肺胞の拡張と肺循環の確立ならびにその適応過

程が直接あるいは間接的に種々の因子の影響を受け易い時期であり,鑑別診断や治療に緊

急性が求められる。 

新生児呼吸窮迫症候群(RDS)は肺未熟性にもとずいたサーファクタントの欠乏に起因する

呼吸不全によって今日までマスクされていた多くの病態が，サーファクタント補充療法の

結果明らかにされてきた。これらの知見は 58 年度,59 年度の本研究班の報告からも明らか

である。60 年度はこれらの報告にさらに新しい知見を加えた。 


